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スリン療法中（全ての 1 型糖尿病患者を含む）などの条件を有した 649 名を除
く 6556 名（男性 2785 名，女性 3771 名，55 歳～87 歳）を解析対象とした．平
均 7.4 年間の観察期間における新規骨折の有無を問診方式で調査した．対象を耐






央値 0.62mg/l を境界値として）で計 4 群に分け，糖尿病なし・CRP 低値群（対
照群）に対する各群のハザード比を算出した．【結果】耐糖能別の骨折の発症率
は Borderline 群で低い傾向であったが群間に有意な差を認めなかった（各群の
































いことである．【結論】日本人 2 型糖尿病患者において，CRP 値の測定は骨折リ
スクの評価に有用であることが示唆された． 
